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★町の人口★人口10,175(-3）男4,833(-1）女5,342(-2）世帯合計3, 458 (+ 1）平成元年11月末日現在）は前月との比較です 

12月10日「人権駅伝」より 

一
年
の
始
ま
り
。
 

あ
る
人
は
こ
の
年
の
始
め
に
大
き
な
 

夢
を
見
、
あ
る
人
は
昨
年
ま
で
の
苦
い
 

思
い
を
引
き
ず
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
 

せ
ん
。
 

年
頭
は
人
生
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
 

考
え
る
な
ら
、
み
ん
な
ま
だ
横
一
列
。
 

誰
も
先
に
出
て
い
る
人
な
ん
か
は
い
ま
 

せ
ん
。
 

ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
力
一
杯
飛
ば
し
 

て
い
く
か
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
考
え
な
 

が
ら
走
る
か
、
そ
れ
と
も
ゆ
っ
く
り
と
 

歩
い
て
い
く
か
、
 

一
番
最
短
距
離
を
取
 

る
か
、
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
先
は
長
い
 

と
考
え
る
か
。
 

た
っ
た
一
度
き
り
の
人
生
。
そ
の
人
 

が
何
を
残
し
た
か
で
は
な
く
、
ど
う
生
 

き
た
の
か
が
問
わ
れ
る
事
も
あ
り
ま
す
。
 

平
成
二
年
、
 

一
九
九
〇
年
は
、
今
、
 

幕
を
開
け
た
ば
か
り
。
 



(2) 

年頭にあたり 
Q
 

健
医
療
費
拠
出
金
で
二
千
四
十
五
万
三
 

千
円
、
安
定
化
計
画
に
伴
う
臨
時
職
員
 

の
賃
金
な
ど
で
す
。
 

⑥
平
成
元
年
度
赤
池
町
上
水
道
事
業
会
 

計
補
正
予
算
‘
資
本
的
経
費
で
二
百
 

二
十
四
万
五
千
円
を
追
加
し
、
総
額
が
 

二
千
五
百
六
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
 

主
な
も
の
は
、
工
場
団
地
内
に
地
域
整
 

催
公
団
か
ら
受
注
工
事
で
実
施
し
ま
す
 

配
水
管
布
設
工
事
の
経
費
で
す
。
 

⑥
平
成
元
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
業
特
 

別
会
計
補
正
予
算
‘
収
益
的
経
費
に
 

お
い
て
職
員
採
用
及
び
給
与
改
定
に
伴
 

う
人
件
費
で
一
千
五
百
七
十
九
万
五
千
 

円
を
追
加
し
、
総
額
が
七
億
一
千
百
十
 

二
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
又
、
資
 

本
的
経
費
に
ト
イ
レ
の
新
設
工
事
費
六
 

百
七
十
万
円
を
追
加
し
、
総
額
が
一
千
 

九
百
七
十
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

ヘ
 

ノ
 

／
条
 

例
×
 

⑥
赤
池
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
 

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
の
制
定
‘
今
年
度
の
 

人
事
院
勧
告
に
お
い
て
、
六
月
支
給
分
 

の
期
末
手
当
の
支
給
率
が
引
き
上
げ
ら
 

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
算
定
方
式
を
一
般
 

職
員
に
準
じ
て
改
定
し
た
も
の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
 

⑥
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
 

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

す
る
条
例
の
制
定
 

田
 
⑥
一
般
職
の
職
員
の
通
勤
手
当
支
給
方
 

赤池町長 

日野 喜美男 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
 

い
ま
す
。
 

輝
か
し
い
平
成
二
年
の
新
春
を
迎
え
 

町
民
の
皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祝
 

い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
平
素
か
ら
 

の
町
行
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
 

を
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

赤
池
町
は
「
個
性
あ
る
町
づ
く
り
」
 

を
目
指
し
昭
和
六
十
三
年
に
は
“
童
謡
 

の
ま
ち
赤
池
）
を
宣
言
。
昨
年
は
八
日
 

間
の
日
程
で
 
「 89
 

童
謡
ま
つ
り
イ
ン
赤
 

池
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
童
謡
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
 

す。 平
成
二
年
の
新
春
を
迎
え
、
町
議
会
 

を
代
表
し
て
町
民
の
皆
様
方
に
謹
ん
で
 

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
元
号
が
激
動
の
「
昭
和
」
か
 

ら
 
「
平
成
」
 
と
な
り
、
新
し
い
時
代
の
 

幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
町
は
依
 

然
と
し
て
財
政
事
情
は
厳
し
く
町
制
五
 

。

 

I
 

、
、
響
y
 

叫・ 

。夢 

議会議長 

水永 康雄 

法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
 

以
上
三
件
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
 

告
に
伴
い
、
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
 

に
準
じ
て
職
員
の
給
与
改
定
を
行
う
た
 

め
、
関
係
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
 

。 

の
で
す
。
 

⑥
赤
池
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
 

の
素
朴
で
鰯
や
か
な
旋
律
に
触
れ
る
こ
と
 

に
よ
り
人
の
心
か
ら
ク
町
づ
く
り
）
を
育
 

く
ん
で
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
町
 

民
の
み
な
さ
ん
の
企
画
、
立
案
に
よ
り
大
 

成
功
を
修
め
、
赤
池
町
を
県
内
外
を
問
わ
 

ず
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
 

又
、
赤
池
町
工
場
団
地
に
も
企
業
数
社
 

の
進
出
も
決
ま
り
町
の
活
性
化
に
大
い
に
 

役
立
っ
て
く
れ
る
事
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
 

せ
ん
。
す
で
に
ご
承
知
の
よ
う
に
赤
池
町
 

の
財
政
状
況
は
依
然
厳
し
い
の
が
現
状
で
 

あ
り
過
疎
法
や
、
産
炭
諸
法
の
期
限
切
れ
 

な
ど
、
更
に
町
財
政
の
硬
直
化
を
招
く
諸
 

問
題
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
 

ら
赤
池
町
の
風
土
を
、
歴
史
を
、
恵
ま
れ
 

た
自
然
を
み
な
さ
ん
方
と
共
に
次
時
代
に
 

十
周
年
を
期
に
、
人
の
心
の
豊
か
さ
を
求
 

め
て
、
住
み
良
い
ふ
る
さ
と
、
活
気
あ
ふ
 

れ
る
町
づ
く
り
を
願
っ
て
 
「
童
謡
の
ま
ち
」
 

を
宣
言
す
る
な
ど
、
新
し
い
町
づ
く
り
に
 

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

石
炭
産
業
に
依
存
し
て
い
た
本
町
の
産
 

業
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
を
機
に
衰
退
の
一
 

途
を
た
ど
っ
て
参
り
ま
し
た
が
昨
年
よ
り
 

町
議
会
の
永
年
の
念
願
で
も
あ
り
ま
し
た
 

赤
池
工
場
団
地
へ
の
企
業
進
出
が
数
社
決
 

定
し
て
お
り
、
大
変
明
る
い
兆
し
が
見
え
 

て
参
り
ま
し
た
。
 
こ
の
企
業
誘
致
を
契
機
 

に
町
議
会
は
皆
様
方
の
代
表
と
し
て
活
力
 

保
健
、
医
療
の
在
り
方
③
制
度
の
長
期
 

的
安
定
④
国
と
地
方
の
負
担
の
在
り
方
 

⑤
患
者
負
担
の
在
り
方
⑥
老
人
保
険
制
 

度
見
直
し
で
、
患
者
や
地
方
自
治
体
の
 

負
担
は
軽
減
す
る
の
か
、
以
上
赤
池
町
 

と
し
て
ど
の
様
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
 

又
、
行
政
と
し
て
対
応
で
き
る
機
構
 

の
見
直
し
、
保
健
管
理
、
リ
ハ
ビ
リ
セ
 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
 

ン
タ
ー
の
建
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
 

例
の
制
定
g
最
近
の
経
済
事
情
に
鑑
 

ム
の
建
設
や
在
宅
ケ
ァ
、
在
宅
サ
ー
ビ
 

み
、
し
尿
手
数
料
を
改
正
す
る
必
要
が
 

ス
な
ど
の
町
の
老
人
福
祉
施
策
に
つ
い
 

あ
る
た
め
、
田
川
郡
内
統
一
し
て
条
例
 

て
お
尋
ね
し
ま
す
。
 

の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。
 

同
こ
の
原
案
に
つ
い
て
は
、
審
議
会
の
 

⑥
赤
池
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
 

中
で
も
賛
否
両
論
あ
り
、
再
度
意
見
調
 

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
 

整
を
し
な
が
ら
、
厚
生
大
臣
に
諮
問
を
 

す
る
条
例
の
制
定
‘
県
の
条
例
準
則
 

提
出
す
る
と
い
う
段
階
で
あ
り
今
後
の
 

の
改
正
に
伴
い
、
医
療
費
の
一
部
負
担
 

動
向
を
見
守
り
、
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
 

の
支
給
方
法
を
改
め
る
も
の
で
す
。
 

新
聞
の
見
出
に
よ
る
と
 
「
公
費
の
負
担
 

へ
請
 

願
）
 

⑥
平
成
ニ
年
度
保
育
関
係
赤
池
町
予
算
 

等
に
対
す
る
請
願
書
e
採
択
 

⑥
法
務
局
職
員
の
増
員
に
つ
い
て
の
請
 

願
書
‘
採
択
 

⑥
生
力
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所
建
設
に
 

関
す
る
請
願
‘
産
建
委
員
会
に
付
択
 

⑥
コ
メ
輸
入
に
反
対
す
る
意
見
書
の
提
 

出
を
求
め
る
請
願
→
採
択
 

（一 

般
 
質
 
間ン 

岡
老
人
保
険
制
度
見
直
し
原
案
（
老
人
 

保
険
審
議
会
ー
厚
生
大
臣
の
諮
問
機
関
）
 

の
要
旨
は
①
老
人
保
健
、
医
療
、
福
祉
 

の
基
本
的
方
向
②
老
人
に
ふ
さ
わ
し
い
 

拡
大
」
 
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
 

と
だ
け
見
れ
ば
被
保
険
者
に
と
っ
て
は
 

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
で
す
か
ら
誠
 

に
良
い
こ
と
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
な
 

が
ら
、
保
険
制
度
に
限
ら
ず
、
他
の
諸
 

問
題
に
つ
い
て
、
国
と
地
方
と
の
役
割
 

分
担
、
財
政
負
担
が
、
す
べ
て
に
お
い
 

て
地
方
自
治
体
に
転
化
さ
れ
て
い
る
の
 

は
事
実
で
す
。
こ
の
見
直
し
制
度
が
実
 

施
さ
れ
て
も
、
国
の
負
担
は
軽
く
な
り
 

地
方
自
治
体
の
そ
れ
は
重
く
な
り
ま
す
。
 

町
の
方
針
と
し
て
は
、
医
療
費
だ
か
 

ら
厚
生
省
の
管
轄
だ
と
言
う
の
で
は
な
 

く
、
働
く
人
た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
 

の
施
設
の
充
実
を
計
る
と
い
う
こ
と
で
 

各
省
庁
へ
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
 

引
き
継
い
で
行
く
こ
と
は
、
私
の
使
命
 

で
あ
り
責
務
で
す
。
昨
年
募
集
し
た
「
 

ふ
る
さ
と
創
生
」
 
一
億
円
の
使
い
方
ァ
 

ン
ケ
ー
ト
で
、
町
を
思
う
み
な
さ
ん
の
 

熱
い
心
に
触
れ
る
事
が
で
き
、
そ
の
意
 

を
更
に
強
く
し
ま
し
た
。
 

ふ
り
か
え
れ
ば
私
が
町
長
に
就
任
さ
 

せ
て
頂
き
ま
し
て
早
や
三
余
年
、
み
な
 

さ
ん
方
と
同
様
赤
池
町
を
こ
よ
な
く
愛
 

す
る
者
の
一
人
と
し
て
来
た
る
べ
き
一
一
 

十
一
世
紀
に
誇
れ
る
町
づ
く
り
の
た
め
 

智
恵
を
出
し
合
い
、
力
を
お
借
り
し
な
 

が
ら
一
歩
一
歩
堅
実
に
歩
み
を
進
め
て
 

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
 

ま
す
。
 

あ
る
町
づ
く
り
に
勢
力
的
に
取
り
組
ん
 

で
参
り
ま
す
。
併
せ
て
皆
様
方
よ
り
多
 

く
の
ア
イ
デ
ア
を
頂
い
て
い
ま
す
。
「
ふ
 

る
さ
と
創
生
」
 
一
億
円
の
使
い
道
に
つ
 

い
て
は
、
町
行
政
と
充
分
な
論
議
を
重
 

ね
、
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
町
づ
く
り
を
 

目
指
し
て
、
努
力
を
重
ね
ま
す
。
 

本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
 

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
 

平
成
二
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
 

せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
 

祈
り
致
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
 

致
し
ま
す
。
 

す
。
こ
れ
等
の
設
備
等
が
で
き
る
だ
け
 

町
の
負
担
に
な
ら
ず
で
き
る
様
、
今
後
 

折
衝
を
く
り
返
し
て
い
き
ま
す
。
 

ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
、
保
健
 

管
理
セ
ン
タ
ー
は
町
立
病
院
に
あ
り
ま
 

す
が
、
そ
れ
で
充
分
だ
と
は
考
え
て
い
 

ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
施
設
に
は
専
門
の
 

医
師
が
必
要
で
す
が
、
人
材
不
足
の
た
 

め
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
し
て
い
ま
す
が
 

依
然
見
つ
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
今
後
 

も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

そ
の
他
、
在
宅
老
人
福
祉
事
業
が
近
 

い
将
来
地
方
自
治
体
に
委
任
さ
れ
て
し
 

ま
う
と
い
う
様
な
事
も
、
国
に
検
討
さ
 

れ
て
い
ま
す
し
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
な
 

る
べ
く
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
れ
に
す
 

み
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
機
構
の
改
 

革
も
考
え
て
い
き
ま
す
。
 

赤
池
町
の
財
政
も
苦
し
い
中
、
今
後
 

の
老
人
福
祉
施
策
に
対
し
て
充
分
な
こ
 

と
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
出
来
得
る
範
 

囲
内
で
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
 

を
願
い
な
が
ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て
 

お
り
ま
す
。
 

消防吏員採用試験 

が行われます 

〇高校卒業又は同等以上の 

学力を有する男子で、 

身長165 cm、 体重53kg 

以上等の人 

〇昭和40年4 月2 日以降 

47年4 月1日までに生 

れた人 

〇申込書の受付は1月22 

日から1月31日まで 

詳しくは田川地区消防本 

部総務課へ 

（田川市大字川宮1570番地） 

皿．44一0650 

議会だより 
平
成
元
年
第
十
回
十
二
月
定
例
町
議
 

会
が
十
二
月
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
 

九
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
 
一
般
会
計
 

補
正
予
算
、
議
会
議
員
の
報
酬
、
職
員
 

の
給
与
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の
議
案
 

が
上
程
さ
れ
、
活
発
な
審
議
が
な
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

ヘ
 

ノ
 

／
補
 

正
 

予
 
算
×
 

⑥
平
成
元
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
‘
二
億
八
百
三
万
九
千
円
を
追
加
 

し
、
予
算
総
額
が
五
十
一
億
三
千
八
十
 

二
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
 

の
は
、
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
 

費
で
五
千
百
七
万
一
千
円
、
工
事
請
負
 

費
で
九
千
九
百
四
十
一
万
六
千
円
、
用
 

地
購
入
費
で
一
千
六
百
十
一
万
五
千
円
、
 

病
院
会
計
繰
出
金
で
一
千
六
百
万
円
な
 

ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

⑥
平
成
元
年
度
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
 

事
業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
‘
一
一
 

千
三
百
三
十
万
円
追
加
し
、
予
算
総
額
 

が
六
億
二
千
七
百
三
十
六
万
七
千
円
と
 

な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
老
人
保
 

ヘ
 

ノ
 

／
追
 

加
 
議
 
案
×
 

⑥
平
成
元
年
度
赤
池
町
一
般
会
計
補
正
 

予
算
‘
一
億
一
千
七
百
三
十
二
万
七
 

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
が
五
十
一
 

億
三
千
六
百
八
十
二
万
三
千
円
と
な
り
 

ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
赤
池
納
骨
堂
 

新
築
工
事
費
係
る
経
費
と
し
て
、
造
成
 

工
事
業
に
伴
う
五
千
万
八
千
円
の
金
額
 

を
減
額
し
、
新
た
に
九
千
九
百
八
十
一
一
 

万
八
千
円
、
稲
荷
町
第
一
期
防
災
工
事
 

に
伴
う
経
費
で
一
千
二
百
四
十
九
万
九
 

千
円
、
又
（
仮
称
）
市
場
新
駅
設
置
に
 

係
る
経
費
の
う
ち
、
平
成
筑
豊
鉄
道
へ
 

の
町
負
担
金
と
し
て
五
百
万
円
と
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

⑥
エ
事
請
負
契
約
の
変
更
→
平
成
元
年
 

度
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
及
び
特
定
 

地
域
開
発
就
労
事
業
の
五
件
の
工
事
に
 

お
い
て
、
設
計
内
容
等
の
変
更
に
よ
り
 

工
事
請
負
契
約
額
が
変
更
と
な
る
た
め
 

又
、
平
成
元
年
度
明
政
第
ー
ボ
タ
山
災
 

害
防
止
工
事
に
お
い
て
、
設
計
内
容
が
 

変
更
に
な
る
た
め
、
い
ず
れ
も
町
議
会
 

の
議
決
を
得
ま
し
た
。
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